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屋上キュービクルに蛇
佐沼事業所 佐藤 克彦

外観点検の重要性を再確認した事例をご紹介いた

します。

〔状況〕
６月中旬、お客さまから「施設が全停電している」

との連絡が事業所にあり出動しました。現地に到着

して確認したところ、構内第一柱に設置されている

高圧気中開閉器（ＰＡＳ）と受電キュービクルに設

置されている第二キュービクル送り用の高圧交流負

荷開閉器（ＬＢＳ）が各継電器（ＧＲ、ＤＧＲ）の

地絡動作により開放し、施設が全停電となっており

ました。

〔調査〕
まず、受電キュービクルにて高圧絶縁抵抗測定お

よび外観点検を実施し、高圧絶縁抵抗及び外観に異

常がないことを確認しました。次に、屋上へ移動し

て第二キュービクルの確認を開始したところ、第二

キュービクル内に設置されている高圧リアクトルの

碍子付近に蛇がいることを確認しました。

〔原因〕
第二キュービクル内に他の異常は見受けられず、

侵入した蛇が高圧リアクトルの充電部に接近したこ

とで漏電し、停電したと推測されます。まだ生きて

いる蛇を取り除いて引き続き外観点検を実施したと

ころ、低圧ケーブル立ち上がり箇所のうちの一カ所

において、低圧ケーブルとキュービクル床面の隙間

を埋めるパテの脱落があり、その箇所が蛇の侵入経

路と判明しました。

なお、この隙間は、充電部が近く月次点検では見

つけにくい箇所で、前回の停電による年次点検では、

異常はありませんでした。

〔復旧〕
上記の隙間を埋め、高圧絶縁抵抗が1000MΩと異

常がないことを確認のうえ復電し、復旧したことを

お客さまに報告しました。

〔お客さまの声〕
お客さまから、「あんな場所に蛇がいるとは思い

ませんでした。対応いただきありがとうございまし

た」と感謝のお言葉をいただきました。

〔まとめ〕
今回の事例は、キュービクル内部への蛇の侵入によ

る停電事故であり、点検での外観点検の重要性を再認

識した事例でした。キュービクルの設置場所に関わら

ず、油断することなく丁寧に外観点検を実施したいと

思います。

高圧リアクトルの碍子付近にいた蛇

17


